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６
月
18
日
、
19
日
の
二
日
間
、
夷
王

山
に
て
、
夷
王
山
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

初
日
の
18
日
は
た
い
ま
つ
行
列
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
夷
王
山
神
社
に

て
宵
宮
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
19
日
は
夷
王
山
特
設
会
場
に

て
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
南
北
海

道
歌
謡
大
会
で
は
、
道
南
各
地
か
ら

集
っ
た
総
勢
24
名
が
、
そ
の
自
慢
の
歌

声
を
披
露
し
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
上
ノ
国
鼓
友
会
に
よ
る
龍
焔

大
鼓
の
演
奏
が
あ
り
、
全
３
曲
を
披
露

し
夷
王
山
に
力
強
い
太
鼓
の
音
を
響
か

せ
ま
し
た
。

　

６
月
２
日
、
サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
が

神
明
地
区
に
て
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

ひ
や
ま
漁
協
上
ノ
国
支
部
の
協
力
の

下
、
稚
魚
の
放
流
体
験
も
行
わ
れ
、
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
放
流
し
た
稚

魚
が
川
を
泳
い
で
い
く
様
子
を
観
察
し
、

稚
魚
に
声
援
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
17
日
、
ニ
シ
ン
の
稚
魚
が
上

ノ
国
・
小
砂
子
・
石
崎
漁
港
に
て
放
流

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
小
砂
子
と
石
崎
で
は
試
験
的

に
、
数
日
間
生
け
簀
で
飼
育
し
て
か
ら

の
放
流
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
方
法
は

稚
魚
が
海
に
慣
れ
て
か
ら
放
流
す
る
こ

と
で
、
生
存
数
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
歌
謡
シ
ョ
ー
で

は
、
千
昌
夫
さ
ん
が
登
場
し
、
代
表
曲

「
北
国
の
春
」
な
ど
全
10
曲
を
熱
唱
し
、

そ
の
伸
び
や
か
な
歌
声
で
多
く
の
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。
千
さ
ん
は
曲
の
合

間
に
軽
快
な
ト
ー
ク
を
披
露
し
、
明
る

い
人
柄
を
感
じ
さ
せ
る
話
し
ぶ
り
に
、

観
客
か
ら
は
大
き
な
笑
い
声
や
拍
手
が

起
こ
り
ま
し
た
。

　

濃
い
霧
が
か
か
り
、
小
雨
が
時
折
降

る
な
ど
、
天
候
に
は
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ
て
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
人
（
主
催
者
発
表

1
、2
0
0
人
）
が
訪
れ
、
会
場
に
は

活
気
と
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

函
館
短
期
大
学
付
設
調
理
製
菓
専
門

学
校
の
生
徒
16
名
が
６
月
３
日
、
町
内

の
水
産
品
加
工
場
等
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
学
校
で
は
生
徒
ら
が
使
う
食
材

に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
て
学
ぶ
こ
と
を

目
的
に
、
道
南
各
地
の
漁
業
・
農
業
の

生
産
現
場
の
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
海
洋
牧
場
や
ひ
や
ま
漁
協

女
性
部
上
ノ
国
支
部
加
工
場
、
㈱
寅
福

の
ト
マ
ト
工
場
等
を
見
学
し
、
各
生
産

者
に
様
々
な
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

漁
協
女
性
部
の
加
工
場
で
は
、
未
利

用
魚
ド
ン
コ
の
焼
売
を
試
食
し
、
お
い

し
い
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、
生
徒
ら

は
多
く
の
刺
激
を
得
た
よ
う
で
し
た
。


